
① り　ハクションクラゲ

② ん　自分の体に合わせて、貝のからを大きいものに変える

③ き　「笹」の葉っぱ

　かさに放射状の赤かっ色のしまもようが１６本ある、アカクラ

ゲ。乾そうすると、粉末がまい上がり、人の鼻に入ってくしゃみ

を引き起こすため「ハクションクラゲ」とも呼ばれています。

　たくさんの長い手（触手）にさされると、強い痛みがあり、み

みずばれになることもあるので、さわらないでね！
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　ヤドカリはカニやエビのなかまですが、おもに巻貝の

中に体を入れ、その貝のからをせおって生活しています。

ふだんは頭と胸を出して歩き回りますが、危険を感じる

と、すばやくからの中にひっこみ、手のはさみをふたに

して、からの口をふさぎ、かくれます。

　体が大きくなってくると、その体に合った貝のからを

さがして引っこします。なかには、砂浜に捨てられた、

巻貝に似たペットボトルのフタなどをせおうヤドカリも

いるそうです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   せなか　　　  あお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ささ　　　 は

　　　　　  なまえ

   　　　　　　　　　　　　　　 はる　　　　　 なつ　　　　　　　　　　　 にほん　　　　　　　　　　　 き　　　　　　 あき　　　　　　　　　　みなみ

 くに　　　  いどう　　　　　　　　　　なつどり　　　　　　　　　　　わた　　　どり　　　　　　　　 こうしえん      はま　　　　　  なつどり　　　 ふゆ

どり　　　　　　　　　きせつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  わた　　　どり　　　　　　　　　　　き

　ササゴイはサギのなかまで、背中の青いはねのまわりが白くふち

どられているようすが、笹の葉ににていることから「ササゴイ」と

いう名前がつけられました。

　ササゴイは春から夏にかけて日本にやって来て、秋になると南の

国へ移動する、「夏鳥」という渡り鳥です。甲子園浜には夏鳥や冬

鳥など、季節によっていろいろな渡り鳥がやって来ます。
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